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口 総エネルギーに占める再生可能エネルギーの割合 門 0 % ｣ を目指します。｣ “
□ ｢総世帯で 2 0 % ｣、 帷総事業所で 9 % ｣ の太陽光発電設備導入率を目指します。-
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ロ 一般家庭で電力使用量 ｢5 % ｣、 事業部門で ｢す5 % ｣ の削減を目指します。 -
-

口 市内の総消費エネルギーから排出される C 0 2の 門 0 % ｣ 削減を目指します。

1◆ 賢 く 使 う ◆ l
口 太陽光発電システム設置場所の ｢全てに蓄電システム｣ の導入を目指します。
口 次世代自動車の普及率 ｢5 0 % ｣ を目指します。

L◆ 学 ぶ ◆ ｣
口 環境学習会 ｢学校教育の場で年間 7 4 回｣、 ｢市民参加形式で年間 4 回｣ 相当を開催します。
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r総て 逸球温暖すむの抑制 ☆ l
■ 発電時の化石燃料消費を削減することで、 C 0 2の排出が抑制され、 地球環境への負荷が

軽減されます。
■ C 0 2排出権から算出した年間効果額は、 およそ 2 ,3 0 0 万円相当/年になります。
■ 次世代自動車の導入を促進すると、 排気ガスが削減され、地球温暖化の抑制に繋がります。

I☆ 化石燃料の〉肖費を抑制 ☆ l
■ 化石燃料が節減される年間効果額は、およそ2 1 億円になります。
■ 次世代自動車の導入を促進することで燃費効率が上昇し、 ガソリン･軽油などの消費抑制

に繋がります。

l爵暮れ麗割蜷癩砿讓廳頭鞭寒さ緘さ箋,
■ 太陽光発電システムと合わせて蓄電システムを導入すれば、余剰電力を非常用電力として

利用できます。

｢ ☆ 環境意識の高揚 ☆ I
■‐発電方法や電力の活用方法を地域や学校で学ぶことで、エネルギーと環境の関係などの

関心や知識が高まります。

l ☆ その他、 スマート.工れレギー構想の雄邁こより、 様々な熱粟が蓄えられます。 ☆ 1
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整 - 構 想 策 定 の 背 景 ~ 本 市 の 現 状 と 抱 え る 課 題 l̂ ス マ ー ト . エ ネ ル ギ ー 構 想 の 実 現 を 目 指 し た 取 り 組 み
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過去 ･今を背景とし應自然エネルギーの重要性
●東日本大震災によるエネルギー不足の露呈

震災の発生は、国内のエネルギー安定供給の脆弱性を露呈させることとなり、エ r き額

ネルギー政策の早急な見直しが必要であるほか、将来に向けたエネルギー源確保の
]
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問題を世界的な課題として再認識させられました。
勢

、 ひ彰群 議

●化石エネルギー資源の枯渇問題
世界のエネルギー使用量は増加しており、 有限である石油や天然ガスは、 近い将来、 無くなります。

●地球温暖化の問題
石油等の使用により排出される二酸化炭素は、 地球のオゾン層を破壊し続け、 温暖化が進行しています。

●新 (再生可能) エネルギー普及にむけた動き
環境保全型社会の構築や、 新たな産業 ･雇用の創出にも貢献するエネルギーの普及が期待されています。

定住化、産業振興にともなうエネルギー使用量の増加

●定住人口の増加
過去の推移をみると 1 0 年前は 1 3 万 5 千人、 5 年前は 1 3 万 9 千人、 現在は 1

4 万人と増加しています。 これは、 本市が名古屋など大都市圏の住宅都市として定
住化が進んでいることによるものです。

●地域活性化のための産業振興にともなう必要エネルギー量の増加
エネルギー消費の一番大きい要因である、 年間の電力使用量をみると、 近年、 増

加傾向にあります。 特に産業用電力の影響を大きく受けており、 この電力源は化石
燃料や原子力発電によるものなので、 安定したエネルギー源の確保が必要です。
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構想実現を目指し、 以下の施策を導入します。
施策は今後 1 0 年間 (平成 2 5 年 ~ 平成 3 4 年) のなかで、 アクション ･プログラムにより達

成を目指します。

なに 三
･ ･ ･蝉 - 入 営 , る 施 策

★再生可能エネルギーによる電力創出 隻‐: ;! ･ . ■

★太陽光発電施設の設置 ･太陽光発電支援事業

★使用電力量の削減
･大規模太陽光発電事業
･住宅用太陽光発電導入支援対策事業

★二酸化炭素 (C 0 2) の削減 ･住宅用蓄電池普及支援事業
･民生用燃料導入支援事業

★蓄電池の導入 ･電気自動車等普及支援事業
･出前環境事業

★次世代自動車の導入 ･スマート ･コミュニティー事業

★電気自動車充電スタンドの設置
･環境 ･エネルギー啓発イベントの開催
･みえ自然文化祭の活用

メ義 三
･ ･ ･蝉 - 入 営 , る 施 策

★再生可能エネルギーによる電力創出 隻‐: ;! ･ . ■

★太陽光発電施設の設置 ･太陽光発電支援事業

★使用電力量の削減
･大規模太陽光発電事業
･住宅用太陽光発電導入支援対策事業

★二酸化炭素 (C 0 2) の削減 ･住宅用蓄電池普及支援事業
･民生用燃料導入支援事業

★蓄電池の導入 ･電気自動車等普及支援事業
･出前環境事業

★次世代自動車の導入 ･スマート ･コミュニティー事業

★電気自動車充電スタンドの設置
･環境 ･エネルギー啓発イベントの開催
･みえ自然文化祭の活用

★学校での環境学習会の開催
1みえスマートライフ推進協議会への参画
･竹材の利活用方法の検討

★市民参加の環境学習会の開催 ･マイクロ水力発電の実用化
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市民のなかにある環境への意識の高彦↓I

市民の意向をみると、再生可能エネルギーの関心度は8 6 %
と高く、 今後、 導入していくべき-ま、 太陽エネルギーです。
また、日常における省エネルギー化への取り組みは8 4 % の市
民が実施しており、節約 ･節減活動に積極的です。
環境負荷軽減のための取り組み体制は、行政、市民、事業者

が一緒に取り組むことに期待しており、太陽光発電施設、低公
害 ･低燃費車、自家用発電装置の導入に期待する声は多いもの
の、 費用面や補助制度の情報不足などが課題とされています。

再生可能ェネルギ-の関心度 L 省ェネルギ-化の取り組み lこのほか、 環境学割こも興味を示しています。

環境の取り細徘で共存できる全国各地とのつながq
全国各地では、 地域資源 (自然エネルギー) 等を積極的に活用したさまざまな取り組みが行われています。

太陽光

一般家庭や工場の屋根に太陽光パネル
を設置し、発電した電力を使用、余剰電力

しています。 B

、 掴圃圏も

学校の屋上に設置した風力発電施設は
発電のほか、理科目での教材としても利用
しています 北 道】

F-- ------------　
L 小水力

砂防狸燧の落差を利用した水力発電を
行っています。発電した電力は近隣の学校
で利用されてし、ます。 【長野県】

I
“
地域から出た間伐材や食品残渣茎燃料 Iとして発電し、その仕組みは社会見学にも

役立っています。 【埼玉県】
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桑 名 市 ス マ ー ト ･ エ ネ ル ギ ー 構 想 の 推 進 方 針
徘 ん な で つ く る エ ネ ル ギ ー 自 立 都 市 を の 悲 し て

構想の基本的な考え方

東日本大震災で経験した大規模停電などの電力不足の事態をはじめ、エネルギーが抱える課題や、
市民の意向、 さらには本市の活性化に対応していくため、 エネルギーのベストミックスを考えなが

ら、 自立分散型の持続可能な供給体制のとれる、 既存の電力供給状況だけに頼らない、 まちづくり
を目指していきます。

構想の基本理念 〔 4 つの柱

学童や一般市民に対する環
境学習の場を創出し、環境に
対する意識を高揚させるこ
とで次世代の環境を 【

ます。 ゞ

学 窓

次世代目 の導入や蓄電
池、電気自動章鱒充電スタン
ドを充実させるなど、エネル
ギーを効果的に活用します。

割 る

新 (再生可能) エネルギー
を積極的に導入するほか、エ
ネルギー関連事業の誘致を
進め、新たなエネルギーを創

毒す。

省 く

一般家庭や事業藤、公共施
設での省エネルギーを啓発
し、エネルギーの効率的な利
用を進めます。
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